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月の表面に見える放射線の研究

　　　　　’、ヵ1（S．G．　Haeker）及びステワlb（」．Q．　Stewart）

　月面には所謂L放射線■Rayと言ふ不思議な線が澤山見える・殊に満月の

時に見易い．この放射線の特徴は，

　　1）　皆直る噴火山と關噛してみること，

　　2）噴火山から四方へ放射状に走ってみること，

　　3）月面の如何なる部分をも突破して連績的に走ってみること，

　　つ　其の明るさは，月から見た地球と太陽との方角の間の角度と共に減

　　　　すること（帥ち，位相による塗化）

此等の黙を説明するために，今まで種々の説が公表れさた．最近死んだトム

キンス（Tomkins）氏は，割れはインドあたりによく見るアルカリ性のtract

であらうと言った．高さは900マイルにも及び，幅は20マイル乃至60マイル

もある．昔し，漁氣の蒸獲すると共に，アルカリ盛類が表面に現はれ，之れ

が粉末となって，途に見えるやうになったとv・ふ説である・　［JBAA・18，107

＆　361　（1908）］

　叉，ジェフリ（Jeffrey）氏の説によれば，下れはmagmaを充漏した聞隙

で，昔し月面が冷却して此の間隙が出物るにつれ，こうした凝固物が漸次下

方へも及び，次で岩Z〒に憎し出されたものとV・ふ説で，　［Th・Earth，第147頁

1924年版）］，之はナスミス（Nas皿yth）の説と似てみる．　［The　Mo‘｝n第133頁

1874年）］

　批の二つは，月面上の現象として放射線の論明をしやうとする二つの典型

的な論であるが，次ぎには，月面に物が落下したと考へる説もある．即ち，シ

ヤコルナク（Chacornac）氏は月の噴火口から噴出した白色粉末がつもって，

放射線のやうに見えるのだと言ひ始めた最初の人である．ピケリング（W・

H．Pickering）氏も1892年に此のシヤコルナクの説を引用してみる・　［M・N・

53，279．（1893）］　叉，アイヴス　（lves）氏はユ9ユ9年に至って飛行機上より落

した爆弾の跡の爲眞を研究して，月面の放射線はむしろ限石落下の跡であら

うと信ずるやうになった・［ApJ・50，245・（1919）］
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　最近ビユル（Buell）及びステワ1ト（1　tewar亡）爾氏は上記の如き限石落下

で出頭た放射線が位相による攣化を現はすことを知った．次いで，叉物罷を

投げれば，放射線ではなくて，むしろ斑黒占が出來るのだとv・ふ異説　［JBAA・

42，308．（1932）］も現はれたが，しかし，とにかく，今日ではアイヴス氏の

爲眞が放射線を明らかに示してみることを：否定し得ない・［PubASP・6，372・

（1931）にあるモルトン氏の文参照］

　一艦，月の表面では，ティヒヨ山からセレノ海を越えて殆んど78。（長さは

2100キ・自Pち500里）にも達する放射線が出來る可能性のある最小限度の速度

は僅かに毎秒1キロに過ぎなV・のであって，曇れ位な速度は，噴火説でも唄

石読でも，何れにも矛盾しないのである．隙石説ならば，月面よりの脱出速

度2．4キロ（毎秒）を超えることもあり得るし，叉，向火設にしても，地球上の

揚合に毎秒1キロの速度は決して不可能ではない．去る1887年のクラカトア

火山噴火の時，一塊の岩石が48キロの距離へ飛び，高さは50キロに達した。

若し室氣の抵抗が無v・として計算すると，之れの始めの仰角は76S。，秒速は

1キロとなる．叉，1915年五月にカリフオニや州ラセン山の噴火の際，人の手

ほどの石塊が16，キロも投げ飛ばされたが，之れも大晦同じ速度であった。一

般に，ガスが爆獲して物を投げ飛ばす鳥合の最大速度は，ガス中の音響の速

度に近V・．若しかスが漸熱攣化の法則に從ふ場合には，下の關係となる：

　　　　　　　q2－qZ＝9．（CZ－C？）／（T－1）

但し，Cは音の速さ，　qは歴力pなる流膿の速度であり，Coやqoはそれぞれ

歴力がP・なる揚合の数量である．今若し放出器中の応力P・が非常に大な

りとし，qe　・＝Oとすれば，　Pが減すると共にqは増す．若しγ＝＝1．408の二

合にはq＝2．214×Coとなる．

　月面のティヒョや，オルバ1スやアナクサゴラス等の噴火山を最も典型的

のものとすれば，一二，典型的の放射線式噴火山（Typical　ray　crater）とは，

次の特徴を持つものと言ぴ得る．

　　1）火口床は明るく輝やく，

　　2）　火口壁の外縁は暗い輪形annulusである．

　　3）上記の輪形の外部は明るく輝やくnimbusである・

　　4）放射線は雌のnimbusから捌する・
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尤も多少の例外はある．例へば，ケプラ1は輝床はあるけれど，暗輪がな

く，輝線は火口壁の直ぐ外部から獲出して，北方へ46粁，他方へは80乃至110

粁も延び，殆んど23000李方キ・の面積に廣がつてみる．此のnimbusから

大放射線系が出てみる．

　叉，或る火山はnimbusがあるけれど，放射線は無い，こんなのを1薮では

し光園■と呼ぶ，叉，或る火山は放射線を有ってみるけれど，nimbiは無い・

　輝nimbiは，多分放射線と同様なものが放出されたのだけれど，最初の

コンデシオンが違ふのだらう．叉，輝く火口床といふのは，同様なものが火

口内に入った結果だと思はれる．

　今，放出が最も有力に行はれたと假定すれば，ティヒョの如き火山の出回

るためのエネルギは第1表によって示される。

　　　　　　　　　　　　第1表　Lテイヒヨ■

各　　部 牛径（粁）
II面積（事方粁）艦積「立方粁） （雫均初速?bキ・）1 　　，Gネルギ

iエルゲ）
1

火　抗 44 6×1⑪3 109．〉く102
一

0．3×1027

壁 一 一
5．

『
0．01×／ノ

輪 84
『 『 一 一

Nimbus 145 1300・ 24． α5 6．0×”

放射線 一
旨… 24． 0．8 15．4×”

合　　計 一　i
『

53 21．4×”
1

ト

　此の放射線はヰルソン山のL百吋「で低い丘の輝やきのやうに見えるのだか

ら，其の高さは大器8米ぐらみと假定する．密度は2とする・叉，nimbiと

放射線とは大龍同じ面積，同じ韻積とする，エネルギは少し’1・さ過ぎると思

ふが．

　噴火説と隈石弓と何れも此のエネルギ計算には匠別が無い．そこで，次ぎ

に放射線の分布を調べて見やう．第1圖はエルガ（Elger）氏の著書The

Moon　1895年版）から探った月面の等面積である。火口が若し限石落下の跡

であるならば，共の月面上の分布は雫等でなければならないし，若し内部か

らの噴出によるのならば，其の分布は必ずしも李等でなくても良いわけであ

る．筒ほ第2表と第3表を見られよ．之れによると，月面の1／3が海であるの
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に，放射線火口の52／69は海のtFwcあるから，決して之れは海陸準等と言へ

ない．しかし之れは要するに，海が一般に暗くて，陸よりも容易に放射線を

見出し得るためだらう．特に第7部を見ても繋れは分る．

　　　　　　　　　　第2表　海申の放射線火口の分布

八分鞭・百砒陸の如蜘渤十項言†算（・）睡（・一・）

1
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7
7
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0
1
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1
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1
1
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5
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2
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1
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3
0
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2
0
5

計 34 17 52 25．8 26，2

第3表　海中での分窃

八分i 海面の百分比 襯察（・川 計算（C） 差（o－c）

一
コ、 9 7 4．6 十2．4
2 17 7 8．9 ＿1．9

3 21 3 10．9 一7．9
4 26 10 ユ3．5 一3．5
5 14 13 7．2 十5．8
6 5 4 2．8 十1．2
7 o G 0．0 o．o

8 8 8 4」 1　…

計　1 100 152 52．0 i・・闘

第4表　　陸上での分布

八田陸の飾・百砒￥gq察（・） 計算（c） o－c

1
2
3
4
5
6
7
8

14％
10
8

6

工2

16
1
0
，

15

1 100

5
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I
Q
3
3
0
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一
1
7

4
7
4
9
0
7
2
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2
玉
1
⑪
2
2
3
2

961

十2．6

－O，7

－O，4
－O．9，

十1．0

十〇．3

－3．2

十1．4

i　O・1；il．31

　：次に月面の海陸歯面別々に分布を見るに，第3表と第4表とに見る如く，何

れもZF等である．

　故に，月面に放射線を有つ噴火口は唄石落下の結果である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Ap・　J・　81．　37，　（1935）］


